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飯田丸五階櫓台石垣 復旧勾配検討図
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【凡 例】

平成修理前断面
（経年変状あり）

被災後断面
（震災変状あり）

平成の修理ライン

明治の修理ライン
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復旧断面＝平成修理前正常断面を平滑化

資料３-４

※桑原論文の勾配と一致

■赤ぬり部分の[平成修理前正常断面]をそれぞれの石垣面で平滑化し
たものを復旧勾配とする。また、H267については隣接部の正常断
面に擦り付けとする。

復旧断面＝平成修理前正常断面を平滑化


